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サ ッ カ ー 文 学 の 方 法

ロ ア ， ヴ ォ ル フ の 言語ゲ ー ム

条 川 麻 里 生

1 . はじめに  ロア• ヴォルフの文体実験と文学的モチーフとしてのス

ポーツ

1970年代にドイツの文体実験作家ロア. ヴォルフ（1932- ) は一連の奇 

妙なサッカー本を蹇表した。 これらは一般的評価という点で大成功をおま 

めたとはいえないが，その後のドイツにおけるサッカー文学，スポーツ文 

学を語る瞻にはしぱしぱ言及される作品である。称賛と酷評，雨樣の評価 

を受けるこのサッカー• シリーズは，テクストの文保と構成の点で，きわ 

めてユニークなものだっ；̂こ。 そこでは，牧/語は語られないし，統一された 

パースぺクチイプも存在しない。それはまfこ， fcる特定のサッカー試合の 

結果を報告するものでもなければ，スター，プレーヤーの近況を伝えるも 

のでもない。 ヴォルフが行ったのは， サッカーという分野の中で語られ， 

印刷される，多種多様な言葉によるモン夕-■ジュやコラージュであった。

本論の目的は，この特異なサッカー，テクストを分析し，スポーツ文学 

の新しい可能性を探ることである。ヴォルフ自身が彼の方法論について語 

ることはまれだが，彼の実験は，スポーツと言葉の関係を者える赚，ひと 

つの示唆を与えるものだ。

ヴォルフは最初の本格的散文作品『報告の続き （Fortsetzung des Be- 

richts)^ (1964)で実験的作家として注目を海びfこ。ある食卓の3*6景と，藉
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り手でfeるところの「私」がその食卓につくまでに見た風景が描かれてい 

る（と読める）この作品中の述語動詞は,.,大半力魂在脈その他わずかなも 

のが現在完了形をとっている。そして，回想と現在，また各種の空間が共 

時的な動詞使用によって錯綜して插かれている。読者はこの作品空間の中 

をる程度自由に遊ぶことが可能だ。チクストの結末から冒頭へが連続す 

るものとして読むこともできるように言かれており，作品の非時間的性質 

に強度を加えている。

『報告の続き』 以後も， ヴォルフは文体を特異な方法で処理することに 

よって一部のカルト的な読者によって支持されてきた。また一方で，絵画 

コラージュ作品を榮表し続けたり， 7 0年代および8 0年代 Iこはラジオ劇を 

製作するなど，各種メディアへの関心，野心も見せ，マスコミには進恭的 

な言き手という印魚を与えている。

しかし，そうした中でヴォルフに見られるのは，けして新しい文芸理論 

への欲求などではなく，むしろ一貫したコラージュ，モンタージュへの偏 

愛と，「脱権力」への志向だ。

「僕が興昧があるのは，こんな本だ—— 。本棚から取ジ出し，気まぐれ 

にページを開き，どこからでも読み始めることができる。そして，同 

様にあとさきに何が言いてあるかなんてことにさしたる董要性を持 

たせず，いつでも出口を見つけることができる。そんな本。1 0ページ 

読んだら，本棚に戻す。ま:rこ取り出して， 5 ページか2 ページか読ん 

だら，また戻す，そんなことができるような本」 （グォルフ)

ヴォルフはそのコラージュ • モンタージュの手法を， 1950年代ドイツ 

に流行したコンクレーチ ，ポエジーの一派， とりわけヘルム一ト• ハイセ 

ンビュッテルから学んだと言われる。 しかし，ハイセンビュッテルるい 

はフランツ• モンらが, ナチス時代の後遣症による言語不信から出齋し， 

文脈や文法から切 !9離された言語の「具蒙的要素」 を素材とした言語実験 

を行ったのに対*し， ヴォルスの主要な関心はあくまでも直接的に「社会」 

あるいは「現実」にある。，
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「結果がより重要だと思う。 ,もっと正確に言うなら， 僕の手法がどう 

やって出来上がっ ;̂こかなんて, 知っfこことじゃないのさ。いずれにせ 

よ， それは出来上がっfこんだ。 結果を見るべきだ。 僕を魅了するの 

は，牧f語を引き製き， イ メ ジ を 切 !9刻み， それをふた ;̂こび組みi t  
て，ふ:fc/*こび壊す作業だ。ひょっとしたらその作業は，僕の意図の中 

では，自分を取り巻く世界に対して抱いている表蒙そのものなのかも 

しれない」 （ヴォルフ)2)

とはいえ， ヴォルフは政、冶的な變革を要求する書き手でもない。 1966 

年に彼は『私の前提（Meine Voraussemrng)』と題し/■こ散文を榮表してい 

る。その中でも彼は，絶えず交代する文芸理論を「たんなるプログラムと 

してしか考えていないJ と言明する一方で， 「僕が固執する美学は一種類 

しかない。遊び，ナンセンス，まやかし，いつでも驚'[ fへと変わ！9 うる楽 

しみ， そんなものに僕はこだわる。 それは，「美しき魂」の文学やアンガ 

ージュマンの文学という梓には似合わないものだ」。3〉

作家としてのキャリアを開始して以来，ヴォルフは一貫して，シリアス 

なものとしては顧みられることの少ないジャンルにおいて，社会を見出だ 

そうとしてき/*こ。大，小説， マンガ，西部劇，デキシーランド，ジャズ， 

そしてサッカーと。その作品を「アバンギャルド」 と評されることも多い 

ヴォルフではあるが， 「僕はいわゆるエリートのために書いているのでは 

絶せにないJ4) と言い切る。最初のサッカー本『点は点 （Punkt ist Punkt)』 

力、ニ好調な売れ行きを示した際も，上機嫌で「僕にとって董要なのは， この 

作品で初めて僕のことがシリアスな文芸欄ではなくて，大衆紙や雑誌，ス 

ポーツ，マスコミに載ったということなんだ」5) と語ったものであった:。

スポーツあるいはサッカーは，今世紀の文学にとってけして無縁のもの 

であり続け/*こわけではない。サッカーやボクシングはチューリヒのダダイ 

ストfこちにとって，生の統御されない力を表現する董要なモチーフだった 

し，ヨアヒム . リンゲルナッツの『体操詩集』（1974)にも，体操のみばか

かサッカーをチーマにした詩も収められている。また，ワイマール期の
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力パレット詩人/*こちにとってもスポーツは魅力的な素材だった。

多少時代を溯っても，カフカの短編集『観察』 （1913)に収録され ;「優 

勝騎手の追憶に」など，スポーツの熱狂を描いfこ文学テクストを見出すこ 

とは困難ではない。

むしろ，文学においてスポーツが大きな使命を果たしうる時代は終わっ 

た， という見解の方が現在においては優勢であるとさえ言えるかもしれな 

い。 ピエ一ル• シャールトンは， 1870年か ら 1970年までのフランス文学 

史上でスポーツが演じた役割を著 言 『フランス文学とスポーツJ 1 (1985)6) 

で詳述しているが，彼によれば，スポーツは「肉f本の再発見という使命を 

果 fこし終えた」。スポーツのフマニスム， モラリスム， そして美学は， す 

でに語りつくされた，というのである。競技それ自体および試合というも 

のに着目するかぎり，シャ'-ルトンの見解は正しいかに見える。今日にお 

いて，スポーツが独自の美と芸術的価値を所有していることは自明のこと 

となっている。

しかし，スポーツとはオリンピックで行われるような鏡技だけにとどま 

るものではない。それは，きわめて広沉な人気を獲得した，大衆娱楽なの 

である。むしろそれゆえ， ドイツの知識人層にとって，スポーツはいまだ 

なお問題をはらんだテーマなのだ。大衆社会の重要な一要素となっている 

にもかかわらず，それは学者，作家fこちにとって単純な主題ではないので 

ある。

ゲルト，ホルト レ ー ダ ー は 『フットボールの魅惑（Die Faszination des 

Fufiballspiels)』(1974 )において，サッカーを「余暇の楽しみ」および「職 

業」という両面から社会学的に者察したが，その中でサッカ一文学につい 

ても言及している。

学者 fこちよりも，{乍家fこちがこのスポーツをひどくなおざりにして 

きた。世浴に辣い文学者の無知からではない。また，文学とサッカー 

が無関係だからでもない。むしろ反対であって，両分戰のあまりの親 

近 ゆ え に ，実りる出会いが困難になっているのである。 （...）お
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そらくそれゆえ，スポーツを題材に取った文学作品は，そのスポーツ 

そのものよりも退屈なことが多いのだろう。7)

スポーツのも;^こらす基本的な諸感情， fことえば, 英雄性，情熱，闘志， 

名声,嫉妬などのみに関わる限り，スポーツ文学は実隨のスポーツに屈伏， 

従属せざるをえない。ロア.ヴォルフはこうしたスポーツ本の運命を明確 

に意識してい7t。

「サッカーの本は今までずいぶん出;t 。有名選手の自伝も含めてね。 

それに，スポーツ物語，スポーツ小説。いずれも伝統的なストーリ一 

を追っ;̂こもので， ヒーローを中心にしたものだ。そういうものをやろ 

うとは全然思わなかった。 享後， 物語とされてしまっfこサッカーは， 

実際のサッカーの試合の持つドラマ性やスリルにはけして及ばないと 

思うんだ」 （ヴォルフ)®)

ヴォルフが書い/■このは，「正当派」のサッカー本ではなく，サッ力一の周 

辺に巻き起こる言葉， もしくは俗語を再構成したものだった。粒の見解で 

は， このユニークな試みによって表現されるのは，サッカーの英雄性や熱 

狂ではなく，そ の 「ユートピア的」な性格である。ますこ，彼のサッカー本 

自体が「ユートピア的」である。以下の論で，サッカー競技およびロア• 

ヴォルフのサッカー本のどのような点がいかなる理由で「ユートピア的」 

と呼びうるかを述べ ;̂こいと思う。

2 . ヴォルフのサッカー，テクストの形式

ロア，ヴォルフはサッカーを題材にしすこ作品を3 っ発表している。最初 

のものが，かなりの売 !9上げも記録した『点は点』（1971)。第 2 集 『熱い 

空 気 （Die heiBe Luft der Spiele)』(1980) はその捕遺集とでも言えるも 

のであり，当時サッカー，ファンには好評を博し/*こラジオ番組「ラジオ•コ 

ラージュ」のテクストも収録されている。そして3 冊目の『一番むずかし 

いのはいつだって次の試合(Das nachste Spielist immer das Schwerste)』 

(1982)は，前 2 冊の合本であり，若千の補充もなされている。
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すでに述べ; ように， これらは通常のサッカー読み物ではない。現実の 

選手や試合がしばしば言及されるにもかかわらず，それらについてのレポ 

ートではないし，サッカー小説でもない。かといって，思弁的な「サッ力 

—論」でもないのである。テ■クストは一'貫して，サッカーを巡って流通す 

る多種多様な言語をコラージュしたものだ。ヴォルフは各種メディアを通 

じてルポルタージュ，インタビュー，ラジオ速報などの言葉を収集する一 

方，カセットテープレコーダーを携え，選手やコーチ，フアンの声を録音 

して回った。そして，それらを素材として加工を行った結果，奇妙な， し 

ぱしぱ笑いを誘う作品が生まれた。

「僕はそれを 1966年から 1981年にかけて収集しfこ。 新聞やスポーツ 

紙，ラジオやテレビ，また当事者̂との直接の接触からね。つまり，選 

手， トレーナー，審判， レポーターたち，そしてなにより観客。あら 

ゆるところに出向いた。客席の各所，昔酷な遠征試合のバスの中，フ 

アン，クラプの集い，居酒屋， トレーニング，キャンプ。 そこでは， 

本当のエキスパートに出会うことができる。 この，けっして終わるこ 

とのない全体劇場の天然俳優（Naturdarsteller)たちにね。だから，僕 

の作品は声帯模写ではない。創作した言葉はないんだ。チープに録音 

した言葉に忠実な仕享をし}t 」 （ヴォルフ)1)

集めた素材を， ヴォルフは実に多様な方法で作品へと仕上げた。 「創作 

し/■こ言葉はない」 と本人は語っているが， それぞれのテクストに「出典」 

が明記されているわけでもない。 チクストの構造は， やはりヴオルフの 

「作品」と呼ぶべきものだ。ヴォルフは模做をしfこのではない。彼はサッ力 

—言語の世界を新たに組み立て直したのである。

, そこから生まれるのは，奇妙な人工の宇宙だ。緑の芝生の上で毎週土曜 

日に行われる営みはもはや直接的具f本的なものとしてはそこになく，言語 

というメディアを通してのみ現れる。「楽しむこと，楽しませること，もち 

ろんそれが目的だ。 けれども， くまでも言葉という手段のみを使って」 

(ヴォルフ)2)
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さて試合開始早々，驚きまし/*こ，ルップが中央,，リュールが右サイ 

ド， どうしたこと力S ダックスが今回はバックスに回っております， 

またコッホも本来ならクラフトのいるべきポジシヨンについていま 

す，どうやらルッツだけは彼本来のポジシヨンにいるようではりま 

すが，その前方にいるはずのホーフを探しても見当fこ！）ません，彼は 

ブルングスとポジシヨンを交換したもようで， 第 2 列， ヴイットの 

隣，マースの後，そして今日はプムスに代わって出場してお!9ますオ 

ークの前です，と申している間に逆サイドに回ってまいりました，そ 

してへルトが左に行きます， ここでシュトウルムが中央からやってま 

いりました。ダメです，キータにはカークがマークについている， リ 

ュールにポールが回った， しかしポップにはつなげない，かわりにレ 

ーアが上がってこなくてはいけない， グレスがクレフに当た: る， い 

や，ルッツが退がりました。カルプ中决，コッホとドウルツ，ヘルト 

が追う，，ヴュストがホールの後に回る，ルップがプップにぴったりマ 

ーク， しかし誰もいない，選手が中央に集まりすぎています，フェグ 

ヘルムの位置が悪い， しかしヴォルタ-■がいいところにいた， うまく 

相手チームをひきつけています。（...）

(「静と動」：て点、は点，』 より）

このテクストでは，あるチームの予想を裏切る布陣の様子が実況放送の 

文{本で描かれているが， ここに登場するチームは実驚には存在しない。作 

家ヴォルフガング• ヴェルトの評によれば',「テクストが言語外に存在す 

る事物を指し示さないことによって，情報内容に向けられるのが通常であ 

る注意が言語それS 体に向けられる。その文享は，モデルとして提示され 

ることによって，同じ斤ぐ態の， しかし情報価値を持っfこ文享の中に隠され 

たものを伝達するのでる」o3)

ヴォルフのサッカーチクストは， は と ん ど が ク イ ッ ト で 遊 戯 で  

る。 しかし，彼のテクストがもたらす娘楽は，我々が実際のサッ力'-の試 

合において享受するそれとは異なる。 グォルフのサッカー本の読者は，サ 

ッカー言語に対する素朴さを喪失する。 「ロア . ヴォルフはサッ力-"の與 

奮を弱めはしないが，每週月曜の『興奮を読む興奮』 を弱めるかもしれな
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レ、。彼の本を読んだ後では，新聞のスポーツ面をすんなりと読むことがで 

きなくなるのだ」 （ゲルト，ホルトレーダ-~)4)

ヴオル：7 のサッカー本の中には，いくつかの詩も含まれており，それは 

きわめて伝統的な形式にのっとっている。 『点は点』 に収録されたソネッ 

トの連作, 過去 1 3回のワールド力ップ大会の試合内容を歌った脚韻詩群な 

ど，そこに用いられたサッカー言語の出所を云々することが困難なレベル 

にまで定开タイヒされている。

IViit dem Fu6, so weit, so weit, 
dort am Abend fliegt der harte 
Ball, dort wo es schreit und

schneit,
steigt er auf und schwebt, der

zarte
aufgepumpte angestarrte 
Ball rasch in die Einsamkeit.

足で藏られて， ぐん， ぐん，と 

夕 べ に 飛 ぶ は 硬 き  

球，歡声と雪の中

昇り, 浮かぶ。淡きもの——

ぽんと浮かび止まった 

球はたちまち 孤独の 中へ

(「最後のボール」：『点は点』より)

これらの定开タ詩の類をヴォルフは「厳格な形式と粗暴な内容との，また 

分割された詩句と， 互いにぶつか !9合う隱語とを結合する試み」5〉と呼ん 

でいる。ヴォルフはサッカー言語と詩作の双方を異化するのである。読本 

『文学的サッカー（Fufiball literarische)』（1982)6)の編者でもる批評家 

力一ル，リハは， これらのテクストのシュールレアリスム的な性格に言及 

している。

描写された状況，およびその語養からして，ヴォルフはこの分野に 

通じた「サッカー詩人J であると言えるだろう。彼は見逃された現実 

を文芸化している。同時に彼は，サッカーというものをソネットの中 

に持ち込むことで， このスポーツから距離を置き，それを分解し，隅 

々まで照らし出している。サッカーの隱語から聞き取られた語句はそ 

れぞれ孤立し，まっとうな関連の中にろうとはしない。それは，情



動的な愉楽を捧取しf t なめらかに経過するルポルタージュではなく， 

単に引用され，モンタk ジュされ/*こものなのである。7)

ゲォルフのサッカー，テクストにかなり批半tj的な評者も少なくない。 ク 

ル ス • ヴィドマ一はヴォルフの「ディレンマ」を，「お気に入りのおもちや 

を分解してしまって，ぱらばらの部品の前で悲しげにしている子供のよう 

だ」と評している。

これらの言語を諸要素に分解することは，なんらかの損失をともな 

わずにはいない。そうすることによって，美しきサッカーの世界も壊 

されてしまうからだ。サッカー言語を暴きたてて，なおかつフランク 

フルター，アイントラハトのフ ア ン で り続けるということは無理な 

相談なのだ。®)

グィドマーは，『点は点』中の最初の作品「裸の言葉を拡張する試み」の 

ようなテクスト（はじめにサッカー用語の2 つのグループを置き， 吹にそ 

れらを用いfこ典型的な文例を作成し， さらに付加語や副詞を徐々に加えて 

ゆき，最終的にはるサッカー試合の状況が插出されるまでに「拡張」 し 

てゆく）を， 「面白くない分析的文き」 と呼び，.「ヴォルフ自身がそこに遊 

んでいるテクストJ と区另している。

ヴォルフのサッカー，テクスト中，「文学的」なもの（モンタージュ 

など）ほど，私の反感はつのる。 乱は，私のサッカーの世界をヴォル 

フに荒らしてもらいたくはないのだ。の

1968年にスペインのニコシアで行われ fこドイツ射キプロスの ワールド 

カップ予選試合の際に，接続の悪い衛星回線を通してかわされた現地レポ 

一ターとT V アナウンサーとの嚼み合わない会話を写生した作品「電話J 

などを，ヴィドマーは「分析的文享よりも成功した作品」とする。

A : さて，それではもう一度ニコシアにつないでみましよう。（受話器 

を取り）もしもし？ / B : はいはい/ A : ああ，つながりましfこね。試 

合はどうなりましたか？ / B : なんですって？ / A :試合はどうなった
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かとお聞きしたんです。 I B : 試合？ / A : そうです。 / B : どの試合 

ですか？ / A : え一 ， ですから， な/■こが伝えてくださろうとしてい 

る試合です。ニコシアでのワールドカップ予選ですよ。 / B : なんで 

すって？ / A : ワールドカップの予選です。 / B ; ワールドカップ予選 

ですか？ / A : そうです。結果をごらんになったでしよう？/ B : まだ 

見7終わってませんから， なんとも言いかけますが。/ A : なんですっ 

て？ 試合を見ていないんですか？ / B : なんですか？ / A : あなた， 

試合を見ていないとおっしゃっデこんですか？ / B : なんですか？ / A : 
接続が悪いようです。今日は実に接続が悪い。（A アナウンサー氏，手 

に何やら細片を持ち， もう一方の手で受話器を耳に当てたまま視聴者 

の方に向き直る。微笑みが消えている。） A : さて，もう一度ニ 

コシアにつないでみましよう。 もしもし？ / B : はいはい。 / A :
いらっしゃいましたね。 / B ; はい，私はここにおります。 / A : 

やっとお話が通じて，嬉しいです。 / B : なんですか？ / A : お話がで 

きて嬉しい， と申し上げたんです。 / B : おっしやっていることがよ 

く解 !9 ません力S。 / A : こちらの声が聞こえませんか？ / B ; いえ，よ 

. く聞こえていますよ。 [ ' • . ]
(「電話」：『点は点』より）

たしかにこの類の作品は解りやすく，容具に笑いを誘う。 しかし，ヴォ 

ルフのサッカー，チクストの真価は，一冊にまとめられこ多くのコラージ 

ュが見せる多様性， テクストの多層性にこそるのだ。 「分析的文享」 を 

言くことに，グォルフのサッカーに封する否定的な態度を見ることはでき 

ない。ヴィドマーの指摘しfこ「ディレンマ」は，少なくともヴォルフ自身 

にとっては存在しない。ヴォルフはアバンギャルド的な散文を書く f乍家で 

あるだけでなく，彼が熱狂的に支持するチーム，フランクフルター•アイ 

ントラノ、トの勝利に大金を賭けて失うこともできる，サッカー，フアンな 

のである。今日もなお，グオルフはアイントラハトの熱心なフアンであり， 

選手全員と個人的に知遇があり，同時に， このスポーツの知的処理のプロ 

セスを確認してゆくことができるのである。

ヴオルフのコラージュ• モンタージュによるサッカー，チクストの価値
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を 「認識」するためには，あくまでも1 冊 る い は 3 冊の本全体として眺 

めるべきであり，そのときはじめて，読者はサッカーの持 つ 「ユートピア 

的」性格が鮮明に插写されていることに気づくのである。以下， さらにい 

くつかのテクストを検討するとともに， こ の 「ユートピア的」なるものの 

性棒を明らかにすることを目的に論を進めることにしよう。

3. メタファーの精練

1863年 6 月にイギリスで近代スポーツとしてのル一ルを与えられfこフ 

ットボール， いわゆるサッカーがドイツに伝播したのは， 1872年のこと 

であっf t。 , ,トクルネン（体操)"によってドイツ民族精神の鼓舞を目指し 

たフリードリヒ• ル， トヴィヒ• ヤーン（1778- 1852)の理論に従って，当 

時のプロイセン文化相グスタフ，フォン，ゲスラーが，ぎ年男子によるス 

ポーツ競技， とりわけ球技を奨励し fこことによるものだった。 そもそも 

1806年のイエナ会戦でプロイセンが仏軍に破れるまでは，スポーツ競技は 

ドイツ文化の中でさしたる位置を占めてはおらず，文学にとってはなおさ 

らのことであった。

サッカーはイギリス伝統のスポーツでると言える。英文学において 

は，サッカーは重要なモチーフであったとは言 え̂な,いまでも，少なくとも 

かなり早くからメタファ一として用いられてはいた。 チョーサー（1340-  

1400)は 『騎士の話』 の中で，打ち倒された騎士をフットボールにたとえ 

ているし，シュー夕スピアは『間違い続き』 （1593頃）の中で，主人とその 

妻との聞を慌ただしく行き来する召使いを" football" .，と呼んでいる。 

まfこ，すでに 16世紀には，英 語 の " fo o tb a ll"は 「密集する」 という意 

味の動詞にもなってもいた。

もちろん，当時のフットボールは，♦日のような近代スポーツではなか 

った。 上述の通！9, 成文化され/■こフットボールのルールが作られたのは， 

19世紀になってようやくのことである。 それまでめフットボールは広場 

や路上で無数の男どもがボールを奪い合うはるかに暴力的な遊戯であっ
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た。遊戯中にしばしぱ死人が出たfこめ， 14世紀以来，イギリスでは度々 

フットポール禁止令が出されたほどであった。

研究者の中には， ヨーロッパにおける職球の起源が未詳である理由を， 

この遊戯が異教信仰と関係があるものであ？)，中世においてはフットボー 

ルについて語るのが懷られたためではないか，と推測する人々もいる。

らゆる動きやテクニックに高度な洗練が加えられた今日でもなお，ヨーロ 

ッパ人にとってサッカーは特別荒っぽい球技だ。 おそらくそれゆえに， 

1900年にようやく「ドイツ• フットポール連盟」が楚足したという新しい 

遊戯でるにもかかわらず， ドイツの労働者階級において急速に人気を獲 

得し，いわゆる国民的スポーツとなりえたのである。

2 0世紀のドイツ語文学においては，サッカーは荒々しい群衆遊戯として 

登場した。チューリヒのダダイストたちやワイマール期のドイツ作家の作 

品に登楊するサッ力'一は，人間の制御し切れない心的エネルギ'—のアレゴ 

リーだっ:/*こ。その後，文化のますますの大衆化とともに，サッカーのこう 

したイメージは使い古されてゆく。今日では，焼ソーセ-■ジと生温いビー 

ルの句いが切っても切り離せないこの球技は，文学の主たるモチーフとし 

てはまりにも通 {谷的なものとなってしまった。

しかし，1970年代に発表されたロア，ヴォルフの作品によって，サッ力 

- ■文学は新しい段階に入っfこと言える。そこでは，サッ力-"は何かのメタ 

ファ‘ なのではなく，主題そのものである。サッカーをその全体像におい 

て表現するために， ヴォルフはまっ:/■こく新しい方法を用いた。 「『点は点』 

には，ひとつの統一されたパースべクチィプは存在しない。[••.]そこに 

あるのは，多様な視点のもとで適用されるモンタージュとコラージュの原 

理なんだJ (ヴォルフ)1〉。ヴォルフは収集したサッカー言語を，多様な文体 

の中で使用することで， この球技の周辺に流通する通裕的なメタファーの 

多義性，多様性を示し，サッカーを巡る言語ゲーム力、;，意外なまでの宇宙性 

を持っていることを表現するのである。「世界はサッカーではないけれど， 

サッカーにはひとつの世界全保が見出だされることは，秘密でもなんでも

ー フ 4 一



(• • . ) 前は全部開かれていて，ルッッは飛び込んで行った，そしてと 

うとうその孔を見つけた，ヘルタがいっぺんにその驚くべき裸体を示 

したからだ，エマはどろどろになって線上で踊る，けれども丁度その 

時へルタは抱括!から解き放たれ， ロッチはフリードリヒをふりはど 

き，エマは尻仏みし/*こけれども，ディッケは、深く貫き，願いを聞き®  
けられ/*こ僧侶は青白いヘルタがぐったりして抵抗しなくなるまで芝生 

の上を追いかけ回す，エマはなおも押し，ま/■こ押し，ベルナルトはぬ 

らぬらと儒れ/*こモノを手から滑り出させ，すぐにフリードリヒがそれ 

に飛びつくと笑いながら下半身に押し込み（• • •）
(「最後の闘志」：『点は点』より）

この一見ポルノ記享のような文章には，人名に関する注がはどこされて 

いる。

エマ ：ロ夕〜ル • エマリッヒ， フォワード，ボルシア，ドル

トムント所属

ロ ッ チ ：ロタール，クルザス， フォワード，アイントラハト所

属，プラクンシュバイク出身，2 9歳， 178 cm, 78kg 
ヘ ル タ ：ヘ ル タ B S C ベルリン， 1892年フ月2 5 日創立，構成 

人員 1600名

ディッケ（でぶ）：クーヴェ，ゼ- 'ラ一' , フォワード，H S V 所属，33 
歲， 169 cm, 76 kg

フリードリヒ：ユルゲン • フリードリヒ， ミッドフイ-"ルダ一 , FC
カイザーラク夕ーン所属，2 6歳，176 cm, 73 kg

このコラージュ作品では，サッカーがサディスティックな性的秘儀でも 

るかのごとく描写されている。読者は，メタファーに満ち，絶えずサッ 

カーの外部へとひろがってゆく語法が成立してゆくさまを目の当りにする 

のである。 フィールド上の出来ぎを精密に描写しようとすれぱするほど， 

その言葉づかいは怪物的なものになってゆく。純粋にサッカーの試合を語 

った文章をポルノ小説にモンタージュすることで，文伴，語り口が独立し
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こものとなる。現実の試合が持ってい:rこスリルや劇的要素は残洋としてし 

か存在せず，そのことによって作者はサッカーH語を成☆させている文法 

を抽出することに成功するのである。

ヴォルフは，サッカー言語から，サッカー以外の物語をつむぎ出す材料 

に事:欠かない。例えば，以下のような戦場のレポートもモン夕‘ジュされ 

feio

( - •  •)誰も力;fifJれるべヒトルトにとって，今こそその時だった。彼は 

+ 分に昂揚し，射撃に適った心境だっ/*こ。今日は日和が良い，とも感 

じていた。 3 度，彼は雑踏に向かって撃った。そして，弾丸によって 

あらゆる憂慮を私いのけた。ヴァプラカM到れていた。今やいた:るとこ 

，ろ火の海だった。モーゼル統はひび割れていた。ロイポルトは走り込 

んで穴を塞がねぱならなかった。 しかしそれももはやかなわず，モー 

ゼル統は崩壊したのである。（...）

(「ヴァプラの最後」：『点は点』より）

サッカー言語によって表現される戦場や性戯の表象が，実際のサッカー 

試合の持つ心理的動機とどの程度深い関傳にあるのかをここで問う必要は 

ないだろう。なぜなら，すでに述べたように，ヴォルフは「サッカーにつ 

いて」の本を書いたのではなく，サッカー言語で遊んで見せデこのだからで 

ある。重要なのは，彼の言葉遊びによって特殊な語法がその輪郭をより鮮 

明にしfこということなのだ。

むしろ〉注目しなければならないのは，ヴォルフがサッカー世界を構成 

するあらゆる分野の人々（選手，コーチ，マスコミ， ファン等）の発する言 

語にくまなく関心を寄せ，それぞれのS 葉 ，文体の性格に即した， しかし 

一見風変わりな形式を与えていることであ)る。

たとえば, ファンがスタンドで歡声とともに上げるさまざまな言葉は， 

伝紘的な詩格の中にはめ込まれて，スタジアムに.まき起こる古典的感情を 

暗示する。あるときはダクトクルス（揚抑抑格）による3 柏子の連続が，観 

戦するファンの極端な®怒哀楽をユーモラスに連ねて見せ（「目覚めよアイ
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ントラハトし：『点は点』)，また:別のテクストでは，「ニ-■ベルンゲン」 を 

思わせるようなヤンプス（抑揚格）によって，英雄的なるもの力';,，誇張の中 

でユーモラスに歌い上げられるのでfeる（「トルコ軍来たる」：同)。

さらに別の作品では，フ了ンの声はる酔っ払いの独り言の中にまとめ 

あげられる。

な f c , なあおい，何の話しだっけ，お前よ， れだよ，あれ〉 しか 

しテンポだな, なあおい，誰がしやベって/■こんだっけ， あ》 そう力\ 
何だっけ？ なに口笛なんか吹いてんだよ， この野郎， クチ帰れ， し 

か し ま い い や ，いいってことよ， しかしいかんな，（...）行けそ 

ら， なんであそこで行かねえんだ，突っ立ってやがる， ろくでなし， 

なにやってんだかね？ そうだ， ちょっとはい.いぞ， いやそこだ， よ 

し独走だ， れまなんてこったい， このオタンコナス，わかんねえな 

f e , 信じられん（.，，）

(「真実の緯間」: 『点は点』）

すでにここでは，情報内容はまっ/*こく重要ではない。酔 っ て T V のサ 

ッカー放映を見ている男の，典型的なサッカーファンの口調と，その無内 

容こそがこのチクストの表現内容と言えるだろう。

『点は点』 には， その他にも発言者を明記した「引用」 と題され/■こペー 

ジが 8 ヶ所にちジぱめられ，そ れ ぞ れ る テーマに沿って集められた発言 

が， 必ずアイントラハト監督マックス• メルケルの最後の一言で「落ち」 

をつけられるようになっている。

本来，ラジオ番組のためのテクストであった『熱い空気』には，電波メ 

ディアに乗ったサッカ一言語のコラージュが多い。 1978年 の ！7 — ルド力 

ップ大会で西ドイツとオーストリア力';封戦し5^際の，両1Sレポーターの愛 

国的な絶叫を交互にコラージュし/*こ作品「コルドバ， 6 月， 1 3 時 4 5 分」 

や， レフ:n リーを非難する観衆の声と，それに弁明するレフェリー本人の 

インタビューを封置した具象詩的なテグスト「注目すべき判断」 などは, 

亮表当時大いに人気を博した。

一 7フ ー



, きわめて多彩な場所で， あらゆる人々からサッカーに呼びかける言葉を 

収集し ;̂こことにより， ヴォルフはこのスポーツにおいて真のエキスパ一ト 

はいない， もしくは全員がそれでることを巧みに表現して見せ ;̂こ。 「全 

く，サッカーこそはこの世で唯一残った，誰もがエキスパートであ？)得， 

エキスパートとして互いに理解することがなお可能な『分野』 なのであ 

る」 （ハンス • クリスティアン，コスラー)3 この,' 誰もが厂エキスパー 

ト」 としてき由に業言できる，ということこそ，サッカー言'語 の 「ユート 

ピア的」な性格の重要な一要素である。

サッカーを語るためには多くの独特な言い回しが存在するが，それらは 

サッカーの外部から見たとき，全く新奇なものというわけではない。隠語 

と専門用語の入り交じっ5̂こサッカー'S t吾は，ヴォルフガンク.ヴェルトの 

言うように4ぅ，「規格化された表現および概念のレパートリー」 なので 

る。基本的にかな？)限定されfこ同じ語囊，同じ語法を用いるため，発され 

る言葉はさほどの多彩さ，斬新さを持たない。 る同意のもとにサッカー 

について語る人は，独自の言'語を雞しようとはしておらず，個として語っ 

ているのではない。 集団に刻印された素材群の中から， 自動的に引用し， 

構成を行っているのでる。 この点で， サッ力一は社会における「儀式」 

でるといえる。

ヴォルフはコラージュ，モンタージュを通して，サッカーを巡って流通 

するメタファーや語まを巧妙に精練した。そうして具体的な対象として取 

り出され/'こサッカー言語は，言語ユートピアを機能させる装置としての性 

格をあ> らわにするのである。

4. ユートピア的な劇場としてのサッカー

「ユートピア」 という語の意を， feらゆるものが権力の毒から解放され 

た状態と解釈してもよいだろう。そういっfこ状況は現実の世界には存在し 

ないが，そ の 「ユートピア的」内蓉というものは，条件次第では可視のも 

のとなる。ヴォルフがそのコラージュ作品によってポートレートを插いて
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見せたサッカー言語の世界においては， このユートピァ的な内容が実現さ 

れている。サッカーの試合について語っている限りにおいて，話者は多く 

の権力から解放されており，エキスパートとして， 自由に言葉を亮するこ 

とができるのである。遊戯として外部から遮断されている以上，あらゆる 

表現が安全のうちに可能だ。

サッカーは世界ではないけれど，サッカーには世界を見出だせると 

いうことはもはや秘密でもなんでもない。それはしぱしぱ馬鹿げた世 

界だ。感情の引き出しが絶えずひっぱり出され， さまざまな情動が一 

瞬にしてその反对側に送！）こまれる。 歡ぎが藩胆に，熱狂が怒りに， 

絶望がふたたび歡喜に。 もちろん，そういっfこものを僕:Tこちはすでに 

知っている。そして，サッカーを見ることでそれをより深く知るわけ 

ではないことも却っているんだ（ヴォルフ)。

サッカー，ファンは，すでに知っていることをf本験するた:めにスタディ 

ァムに行く。この，「サッカーを見る」 という遊びには， 奇妙な空棘さと 

自由があるのだ。 ハンス，クリスチイアン，コスラーによれぱ,それは 

厂ファンタジーの角?放」であり，このことによ！9サッカーは「ユートピアの 

素村」となる。

サッカーの試合自体をユトピアと見なすことはできない。 ヨハン •ホ 

イジンガは『ホモ，ルーデンス』 の中でさまざまな遊戯を検討した  

が，「近代スポーツは真の遊戯からは逸脱しているJ とした。 19世紀以 

来， スポーツは真剣になり過ぎ， あまりにも多くの锻練を必要とするか 

ら，というのがその理由である。また，T . W .アドルノも，近代スポーツ 

を 「既成の生活基準へと人間を強制的にはめ込む資本主義時代の技術的で 

合理的でかつ業績に定位されfこ産業労働を強化するもの」2〉として弾劾し 

ている。宾驚，スポーツの目的はしばしば鏡技それ自体ではなく，金銭で 

あっfこ！)，健康でったりする。 しかし，遊戯のユートピァ的内容は，そ 

れが祭のように自己目的的に行われる時にのみ達成されるのである。遊戯 

がその「外部」の世界と切り離されていなければ，遊戲者は世俗の権力か
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ら解放されることはない。

ホイジンガの言う通り，今日のスポーツ競技は真の遊戯ではないかもし 

れない。 しかし，「サッカー言語」という遊びだったどうか？ スポ-■ツ試 

合の観戦者が行う言語遊戯は，真にユートピア的な遊戯とさえ呼びうるも 

のではないか。この遊戯のユートピア的性格は，サッカー試合と，そこで 

用いられる言葉力'游部の世界と本質的な関係を持たないところに発生す 

る。プロサッカー選手が行っているのは遊戯ではなく職業であるが，その 

究極の目的がゴル以外の何物でもない時，「どのように得点に至ったか』 

ではなく「何点入っ；■こか」という結果が最重要である時, すなわち「点（ポ 

イント）は点J である時，その試合はユートピア的な契機を持つ。そして， 

それをめぐる言語遊戯はこのユートピア的性格を純化するのである。 「点 

は点」で る 以 上 ，スタディアムは言語のユートピアである。それらの言 

説は，啡び声のように，なんら特定の目的を持たないからだ。

遊戯と外部との断絶を考える時，ヴァルター，ベンヤミンの賭博（Ha， 

sa rd sp ie l)についての記述力’;示唆に富んでいる。

賭博は経験の秩序を無効にする。おそらくその漠然たる感情がほ力、 

ならぬ賭博者*たちにく経験の率俗な援用〉を行わせるのだ。道楽者力'ニ 

くわたしごのみの女〉と言うように，.賭博者はく俺の数字 > と言う。第 

ニ帝政の未期には賭博者の気分が蔓延し/■こ。 「大通 !）（プルヴァール〉 

では誰もが万事を機会のせいにしfこ」。賭がこの心的状態を助長する。 

賭は出来事:に衝撃の経験を与え，出来事を経験の関連から切り離す手 

段である。

(『ボードレールのいくつかのモティーフについて』）

賭博とサッカーは同じ遊戯ではない。 しかし，サッカーもま/*こ「経験の 

秩序を無効にするJ ことができる。つまり，観客はサッカーを見るために 

特別の経験を必要としないのでる。 サッカーを見ている間は， 経験か 

ら，つまり外部の物語から解放されているのだ。

注目すべきは，フィ一ルド上のサッカー選手が良いプレーをすれぱする
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はど，観客が解放される度合は大きい， という享実でる。観客にとって 

:経験を不必要なものとするfこめに，逆にプロサッカ一選手は経験を必要と 

するとも言えるだろう。 さらに， 2 つのチームが観客の経験はもちろん， 

互いのそれさえ無力にするはどに蘇試合を展開した時，そこに現出するも 

のこそ，「宿命」である。

仏の社会学者ジャン• ボードリァールは，必然と偶然の間に位置する宿 

命というものについて考察している。

偶蹇的な享故でみつける豊かな魅力と意味，偶発的な連なりのァイ 

ロ ニカルで悪魔的な喜び，それはカオス的な世界にはじめて因果の連 

鎖をつくりだした最初の知性の喜び，その喜びとまちがいなく同等な 

ものにすぎない。 [ .•  •]我々はみな賭け享師だ。つまりわれわれの熱 

望するのはときたま合理的な鎮の結び目がはどけることだ。 [• • •]偶 

然でもなければそのぱかげ ;̂こ統計的客観性でもなく，まさにそこに何 

らかの驚きを期待すべきなのだ—— 偶態と必然とを同時に免れる術 

に。宿命的でりなお謎めき，事物の出現と消減の秩序を命ずるある 

種の表現技術に。

(『宿命の戦略』：竹 原 き 子 訳 ）

ヴォルフは，彼自身が「けして終わらない全{本劇場の天然{非優」 と呼ん 

，だ，サッカーの周りに集う人々の肖像を插くことで，ユートピア的な遊戯 

を全体としてとらえて見せ/*こ。 コラージュ，モンタージュの手法を用い 

て, 現代の唯一可能な主人公でfeる群衆のポートレートを作っfこのであ 

る。 「もしホフマンがパリもしくはロンドンに足を踏み入れたことがあっ 

たならぱ，おそらく彼は市場だけに自己限定することはなかったろう。彼 

，は女た:ちを中心に插くことはなかったろう。おそらく彼はポーがガス灯の 

光のもとに議く群衆から着想したのと同じモティーフを取り上げたことで 

あろう」 （ヴァル夕一，ベンヤミン)8)。

おそらく，コラージュ• モンタージュは群衆，大衆を插写するためには 

賢明な手法だろう。それは， これらのサッカー本を全体として把握しよう
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と読者が試みた時はじめて明らかになることだ。 だが， 先述したように> 

ヴォルフは「なんとなく本棚から取り出し，気ままにページを開いて，後 

先 に 何 が っ 7 tか気にせずに好きなだけ読んだらま/*こ本棚に戾せるような 

本」 を言いたのである。本を最初から最後に向けて順を追って読むことを 

藤いる権力からも，ヴォルフは読者を解放しようとした。ヴォルフのサッ 

カー本は多重に，むしろそれゆえにユートピア的なのである。

注

(略号について）

[A ]= "D as nachste Spiel ist immer das Schwerste": HafFmans Taschenbuch, 
Zurich 1990.
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2) ,,Freizeit" "Stichworte": Theodor W. Adorno : Kritische Modelle Frank
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Die literarische Asthetik des FuBballspiels

一Ror W olfs Sprach-Spiele

Mario Kumekawa

1 . tinleitung
一- Die Produktionsasthetik Ror Wolfs und der Sport als literarisches 

Motiv
Der Schriftsteller Ror W olf zeigt in seinem Werk immer Fragmente 

des Ganzen. Es gibt in seinem Prosawerk keinen normalen Zeitverlauf. 
In seiner Zeitbehandlung, in der der diachronische Geschichtsablauf 
mit Anfang und Ende nicht anerkannt wird, treten die synchronischen 
Differenzen an die Stelle des normalen Zieitverlaufs,

Sport und FuBball sind fiir die Literatur nicht immer fremd gewesen. 
Andererseits hat Pierre Charton behauptet, daB Sport nicht mehr die 
Aufgabe hat, den Menschenkorper wiederzuentdecken. Wenn man 
sich nur fiir die fundamentalen Aspekte, %、B. Heiaentum, Leiden- 
schaft, Soldaritat, Neid, Ruhmsucht, interessiert, mu6 sich die Sport- 
literatur dem Sport als Sprachspiel unterwerfen.

2. Die Form der FuBballtexte von Wolf
Dies sind keine normalen FuBballbiicher. Wolf hat die Sprechweisen 

von Spielern, Reportern, Komentatoren, Zuschauern usw. aufgenom- 
men und daraus Collagen gemacht. Obwohl es einige Kritiker gibt, die 
Wolfs Texte als zu intellektuell beurteilen, liegt doch der inn ere Wert 
der FuBballbiicher in seiner Zusammenstellung von Collagen und in 
der Verschiedenartigkeit der Texte.

3. Die Strukur: Reinigung von Metaphern
W olf zeigt die FuBballsprache in verschiedenen Stiiarten, um in
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seinen Texten wiederzugeben, was es mit der Sprache wirklich auf sich 
hat.

4. FuBball als utopisches Theater
Das Wort "Utopie" kann als ein Zustand definiert werden, in dem 

jeder aus alien Zwangen befreit ist. Das FuBballspiel ist eine Konk- 
rete Utopie, besonders fiir die Zuschauer und FuBballfans, weil sie, 
wahrend sie die FuBballspiele sehen oder dariiber sprechen, aus vielen 
alltaglichen Zwangen befreit sind.

Jeder kann beim FuBball ein Experte sein. Die Wirkung des 
Spiels ist die Erfahrung auBer Kraft zu setzen. Der Sport kann nicht 
immer ein echtes Spiel sein, aber man kann es als ein utopisches Spiel 
betrachten, FuBballspiele zu sehen und dariiber zu sprechen. Durch 
seine FuBballtexte portratierte Wolf die Masse, die als der einzige 
Held in der heutigen Gesellschaft verstanden werden kann. Das Collage- 
und Montageprinzip selbst hat den Leser aus dem Druck befreit, ein 
Buch vom Anfang bis zum Ende chronologisch durchzulesen. Die 
FuBballbiicher Wolfs sind radikale utopische Texte.

(慶應義塾大学大学院博士課殺在学中）
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